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繰上げ支給・
繰下げ支給について
繰上げ支給・
繰下げ支給について

60歳

支給率

受給開始時期 61歳 62歳 63歳 64歳 65歳 66歳 67歳 68歳 69歳 70歳

142％133.6％125.2％116.8％108.4％100％94％88％82％76％70％

年金Q&A

年金基礎講座５の「図３モデルケース」の各年齢の上に記載されている西暦が間違っていました。

左から、　　　　　、　　　　　、　　　　　、　　　　　です。　訂正し、おわびいたします。
2006年
60歳
▼

2009年
63歳
▼

2011年
65歳
▼

2016年
70歳
▼

を
「
繰
下
げ
」
と
い
い
ま
す
。
繰
上

げ
の
場
合
年
金
額
は
割
引
か
れ
、
繰

下
げ
の
場
合
は
割
増
し
に
な
り
、
そ

の
割
引
き
、
割
増
し
さ
れ
た
年
金
額

は
生
涯
続
き
ま
す
。
た
だ
し
、
繰
上

げ
又
は
繰
下
げ
を
選
択
し
て
い
た
本

人
が
死
亡
し
、
遺
族
が
遺
族
年
金
を

受
給
す
る
際
に
は
、
遺
族
年
金
に
対

す
る
割
引
き
、
割
増
し
は
あ
り
ま
せ

ん
。
医
者
に
「
余
命
○
○
年
！
」
と

宣
告
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人
や
家
庭
の

事
情
で
早
い
時
期
に
年
金
が
必
要
な

人
、
60
歳
台
前
半
に
旅
行
等
の
楽
し

み
の
た
め
に
ゆ
と
り
の
あ
る
小
遣
い

が
欲
し
い
人
は
「
繰
上
げ
」
を
選
択

し
、
逆
に
60
歳
台
の
生
活
資
金
に
不

安
が
な
く
、
長
生
き
す
る
自
信
が
あ
っ

て
、
支
給
開
始
は
遅
れ
て
も
い
い
か

ら
貰
え
る
時
期
が
来
た
ら
よ
り
多
く

年
金
を
貰
い
た
い
と
考
え
る
人
は
「
繰

下
げ
」
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

勘
違
い
し
や
す
い
の
は
、
冒
頭
に

ご
紹
介
し
た
「
特
別
支
給
の
老
齢
厚

生
年
金
」
と
の
関
係
で
す
。「
特
別
支

給
の
老
齢
厚
生
年
金
」
を
受
け
取
っ

て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、「
繰
上
げ
」

を
し
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
し
、

「
繰
下
げ
」
を
選
択
す
る
場
合
に
は
「
特

別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
」
が
受
給

で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
も
と
も
と
65
歳
前
に
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
「
特
別

　

日
本
の
公
的
年
金
制
度
で
は
、
標

準
的
な
年
金
支
給
開
始
年
齢
は
65
歳

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
い
う
こ
と
を
言
う
と
、「
○
○
さ
ん

は
、
60
歳
か
ら
年
金
を
受
け
取
っ
て

い
る
ぞ
」
と
思
わ
れ
る
方
も
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
65
歳
前
の
年
金
は
「
特

別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
」
と
い
い
、

経
過
措
置
と
し
て
の
年
金
で
す
。
昭

和
36
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
男

子
、
昭
和
41
年
４
月
１
日
以
前
生
ま

れ
の
女
子
は
、
65
歳
よ
り
前
に
年
金

支
給
開
始
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
年

金
は
、
そ
の
す
べ
て
が
厚
生
年
金
で

あ
っ
て
国
民
年
金
の
給
付
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
国
民
年
金
の
給
付
で
あ
る

「
老
齢
基
礎
年
金
」
の
支
給
開
始
年
齢

は
、
原
則
ど
お
り
65
歳
で
す
。

　

65
歳
に
な
る
前
に
年
金
の
受
給
を

開
始
す
る
こ
と
を
「
繰
上
げ
」
と
い
い
、

66
歳
以
降
に
受
給
開
始
す
る
こ
と

支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
」
は
、「
繰
上

げ
」「
繰
下
げ
」
と
は
関
係
な
く
受
給

で
き
ま
す
。

　

65
歳
か
ら
支
給
さ
れ
る
年
金
を
繰

下
げ
る
場
合
、「
老
齢
基
礎
年
金
」
と

「
老
齢
厚
生
年
金
」
の
両
方
を
繰
下
げ

る
こ
と
も
可
能
で
す
し
、
片
方
だ
け

の
「
繰
下
げ
」
も
可
能
で
す
（
た
だ
し
、

生
年
月
日
に
よ
る
例
外
が
あ
り
、
老

齢
厚
生
年
金
の
「
繰
下
げ
」
は
昭
和

17
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人
に

限
り
ま
す
）。 

繰
上
げ
率
、
繰
下
げ
率

は
、
昭
和
16
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
人
の
場
合
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
「
繰
上
げ
」
を
選
択
す
る
と
受
給
当

初
は
よ
り
多
い
年
金
額
に
な
り
ま
す

が
、
標
準
的
に
受
給
開
始
し
た
場
合

に
比
べ
て
65
歳
以
後
の
年
金
月
額
は

少
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
累
積
受
給

額
は
あ
る
時
点
で
逆
転
し
ま
す
。
例

え
ば
、
60
歳
か
ら
繰
上
げ
受
給
し
た

場
合
は
76
歳
あ
た
り
で
逆
転
し
ま
す
。

「
繰
下
げ
」
の
場
合
は
当
然
そ
の
逆
で
、

70
歳
で
受
給
開
始
の
場
合
の
逆
転
年

齢
は
81
歳
あ
た
り
で
す
。「
繰
下
げ
」

の
選
択
は
、
65
歳
に
な
る
と
き
に
社

会
保
険
庁
か
ら
選
択
の
意
思
を
確
認

す
る
郵
便
が
届
く
の
で
、
そ
の
回
答

を
す
る
こ
と
で
手
続
き
で
き
ま
す
。

　
70
歳
か
ら
繰
下
げ
受
給
す
る
つ

も
り
で
い
て
、
例
え
ば
68
歳
で

死
亡
し
た
場
合
は
、
年
金
は
ど
う
な

る
の
で
す
か
？

　
繰
下
げ
受
給
す
る
予
定
だ
っ
た

た
め
に
受
け
取
っ
て
い
な
か
っ

た
年
金
は
、
遺
族
が
受
け
取
れ
ま
す
。

公
的
年
金
の
消
滅
時
効
は
５
年
で
す

の
で
、
請
求
で
き
た
の
に
請
求
し
て

い
な
か
っ
た
過
去
５
年
以
内
の
年
金

は
遡
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
質
問
例

の
場
合
は
65
歳
か
ら
死
亡
時
ま
で
に

受
給
で
き
た
は
ず
の
年
金
が
受
け
取

れ
ま
す
。
一
方
、
例
え
ば
68
歳
で
繰

下
げ
受
給
す
る
手
続
を
し
、
そ
の
後

す
ぐ
に
死
亡
し
た
場
合
は
65
歳
以
後

の
年
金
が
遡
っ
て
支
給
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
当
社
の
従
業
員
は
東
京
薬
業
厚

生
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
こ
の
場
合
、
繰
下
げ

は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

　
東
京
薬
業
厚
生
年
金
基
金
か
ら

支
給
さ
れ
る
年
金
は
、
①
代

行
部
分
、
②
基
本
年
金
の
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
部
分
、
③
加
算
年
金
、
か
ら

成
っ
て
い
ま
す
。
①
に
つ
い
て
は
国

の
年
金
同
様
繰
下
げ
可
能
で
す
。
②

と
③
に
つ
い
て
は
繰
下
げ
対
象
に
な

ら
ず
、
国
の
年
金
に
つ
い
て
繰
下
げ

を
選
択
し
て
い
て
も
65
歳
か
ら
支
給

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
東
薬
基
金
に

加
入
し
て
い
る
こ
と
で
繰
下
げ
が
影

響
を
受
け
る
の
は
厚
生
年
金
部
分
だ

け
で
、
基
礎
年
金
部
分
は
影
響
を
受

け
ま
せ
ん
。

　
繰
上
げ
後
・
繰
下
げ
後
の
年
金

額
は
、
単
純
に
割
引
率
・
割
増

率
を
も
と
も
と
の
年
金
額
に
乗
じ
て

計
算
す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
？

　
基
礎
年
金
に
つ
い
て
は
、
16

ペ
ー
ジ
下
表
の
割
引
率
・
割
増

率
を
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
れ
ば
年
金

額
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
厚
生
年
金
に

つ
い
て
は
加
給
年
金
が
割
引
き
・
割

増
し
の
例
外
で
す
。
昭
和
24
年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
の
男
子
を
例
と
し

て
説
明
し
ま
す
と
、
繰
上
げ
を
選
択

し
て
も
加
給
年
金
は
65
歳
か
ら
し
か

支
給
さ
れ
ず
、
繰
下
げ
を
選
択
し
た

場
合
は
65
歳
か
ら
で
は
な
く
、
繰
下

げ
受
給
開
始
時
か
ら
し
か
受
け
取
れ

ま
せ
ん
。
繰
下
げ
受
給
開
始
後
の
加

給
年
金
額
も
割
増
し
に
な
る
わ
け
で

は
な
く
、
本
来
の
加
給
年
金
額
で
す
。

配
偶
者
加
給
は
配
偶
者
が
65
歳
に
な

る
と
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
繰
下
げ

支
給
を
選
択
し
た
た
め
に
結
果
的
に

加
給
年
金
を
受
け
取
る
期
間
が
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
繰
上
げ
受
給
を
選
択
す
る
場
合
、

割
引
き
さ
れ
る
こ
と
以
外
に
不

利
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
繰
上
げ
を
選
択
し
よ
う
と
す
る

場
合
は
主
に
次
の
諸
点
に
注
意

が
必
要
で
す
。

①
繰
上
げ
請
求
後
は
国
民
年
金
の
任

意
加
入
や
過
去
の
免
除
期
間
の
追
納

が
で
き
な
い
。

②
繰
上
げ
後
に
障
害
者
に
な
っ
て
も

障
害
基
礎
年
金
は
受
給
で
き
な
い
。

③
厚
生
年
金
で
３
級
障
害
に
該
当
す

る
場
合
は
60
歳
か
ら
満
額
の
年
金
が

支
給
さ
れ
る
特
例
措
置
が
あ
る
が
、

繰
上
げ
受
給
を
選
択
す
る
と
こ
の
特

例
措
置
を
受
け
ら
れ
な
い
。

④
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
44
年
に

達
し
た
時
点
で
、
満
額
の
年
金
が
支

給
さ
れ
る
特
例
措
置
が
あ
る
が
、
繰

上
げ
受
給
を
選
択
す
る
と
こ
の
特
例

措
置
を
受
け
ら
れ
な
い
。

　
在
職
老
齢
年
金
制
度
と
繰
下
げ

支
給
の
関
係
を
説
明
し
て
く
だ

さ
い
。

　
自
分
は
給
与
・
賞
与
額
が
そ

こ
そ
こ
高
い
の
で
、
在
職
老

齢
年
金
制
度
に
よ
っ
て
65
歳
に
な
る

ま
で
年
金
は
貰
え
な
い
か
ら
65
歳
に

な
り
会
社
を
退
職
し
た
ら
割
増
し
で

貰
お
う
、
と
考
え
て
い
る
人
が
結
構

い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
冒
頭
で

も
説
明
し
た
よ
う
に
、
60
～
64
歳
の

年
金
は
「
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
」
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
受
給
で
き

な
い
場
合
は
た
だ
受
給
で
き
な
い
と

い
う
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
受

給
で
き
る
時
期
が
来
た
と
き
に
割
増

し
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
65
歳
以
後
の
老
齢
厚
生
年
金
（
基

金
か
ら
支
給
さ
れ
る
年
金
を
除
く
）

に
つ
い
て
も
、
給
与
賞
与
額
と
の
関

係
で
支
給
さ
れ
な
い
年
金
は
、
割
増

し
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
割
増

し
の
対
象
に
な
る
年
金
は
、
受
給
で

き
る
時
期
に
受
給
し
な
か
っ
た
年
金

だ
け
で
す
。

　
繰
下
げ
受
給
は
、
配
偶
者
と
の

年
齢
差
に
よ
っ
て
有
利
不
利
が

あ
る
と
い
う
の
は
本
当
で
す
か
？

　
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
下
げ
に
つ

い
て
は
、
配
偶
者
と
の
年
齢
差

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
老
齢
厚
生
年

金
の
繰
下
げ
に
つ
い
て
は
、
配
偶
者

が
自
分
よ
り
年
下
で
年
齢
差
が
大
き

い
場
合
は
、
本
来
な
ら
受
け
取
れ
る

は
ず
の
年
額
３
９
６
、０
０
０
円
（
平

成
20
年
度
価
額
）
の
配
偶
者
加
給
が

付
か
な
い
時
期
が
長
く
な
り
ま
す
の

で
、
繰
下
げ
は
あ
ま
り
お
勧
め
で
き

ま
せ
ん
。

Q.1Q.2

Q.3

Q.4Q.5

Q.6

A.1A.2

A.3

A.4A.5

A.6

どっちがお得？

繰り下げ繰り上げ

今回の話は、公的年金を標準的な支給開始年齢である 65 歳よりもっと前
から受け取る、または、65 歳以降年金をしばらく受け取らずにもっと後
で割増しされた年金を受け取る、という話です。

労
務
担
当　

鈴
木
担
当
課
長


